
平成24年７月の九州の豪雨災害等を踏まえた堤防の緊急点検の結果（概要）

今回の被災を踏まえて、被災履歴、堤防詳細点検結果等、既存データを活用しつつ再確認

○堤防の浸透に対する安全性

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が崩壊するおそれのある箇所
→ 要対策延長 約６00kｍ要対策延長 約６00kｍ

・旧河道跡等、パイピング※１により堤防が崩壊するおそれのある箇所
→ 要対策延長 約６00kｍ

○流下能力の不足箇所（ボトルネック部）

・堤防高が局所的に低い等、当面の目標に対して流下能力が不足してい
る箇所
→ 要対策延長 約1,500kｍ

○水衝部等の侵食に対する安全性

・河床が深掘れしている箇所や水衝部※2等、河岸侵食・護岸欠損のおそれ
がある箇所
→ 要対策延長 約200kｍ

※各要対策延長は重複あり

※１ 地盤内にパイプ状の水の通りみちができること

堤防決壊L=200m

※ 地盤内に イプ状の水の通りみちができる と
※２ 洪水の流れが堤防に直接あたる箇所

背後地の人口、資産等を踏まえ、優先順位をつけながら選択と集中によるハード対策を実施
併せて、実践的なハザードマップの整備を推進 1



緊急点検フロー及び点検結果

全国１０９の一級水系の直轄河川堤防延長 Ｌ＝約１３，４００ｋｍ ※堤防不要区間を除く

点検対象 防延 約

洪水等に際して水防上特に注意を要する箇所、又はそれと同程度の箇所を抽出

点検対象堤防延長 Ｌ＝約９，２００ｋｍ

今回の被災を踏まえて、被災履歴、堤防詳細点検結果等、
既存データを活用しつつ再確認

点検結果

矢部川決壊※

↓

既存デ タを活用しつつ再確認

白川越水
↓

花月川河岸侵食
↓

点検結果

↓

パイピング、法すべり
↓

漏水対策（浸透含む）
【堤防への浸透】

↓

流下能力不足
↓

築堤・掘削

要対策延長Ｌ＝約１ ５００ｋｍ

↓

水衝・洗堀
↓

洗堀対策

要対策延長Ｌ＝約２００ｋｍ【堤防への浸透】
要対策延長Ｌ＝約６００ｋｍ

【パイピング】
要対策延長Ｌ＝約６００ｋｍ

（宮川等）

要対策延長Ｌ＝約１，５００ｋｍ
（信濃川水系千曲川等）

要対策延長Ｌ＝約２００ｋｍ
（富士川水系釜無川等）

・河床が深掘れしている箇所や水衝部等、
河岸侵食・護岸欠損のおそれがある箇所

・堤防高が局所的に低い等、当面の目標
に対して流下能力が不足している箇所
（上下流バランスを確保しながら実施）

（宮川等）

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防
が崩壊するおそれのある箇所

・旧河道跡等、パイピングにより堤防が崩壊
するおそれのある箇所

（上下流バランスを確保しながら実施）

要対策延長Ｌ＝約２，２００ｋｍ ※重複計上なし（各対策の延長は重複あり）

2※矢部川の被災原因については現在調査中。



緊急点検の結果（具体事例①）

H23年9月出水時に宮川右岸6 4k付近や7 2k付近の川裏等に「基盤漏水」及び「堤体漏水」H23年9月出水時に宮川右岸6.4k付近や7.2k付近の川裏等に「基盤漏水」及び「堤体漏水」
が確認

ガマの発生

度会橋
わたらいばし

漏
水
範

基盤漏水の状況（宮川右岸6.4k付近）
伊勢湾

度会橋範
囲 7.0k

宮川橋

堤体漏水の状況（宮川右岸7.2k付近）
堤体漏水の状況（宮川右岸6.4k付近）

6.0k
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信濃川水系千曲川35～38k付近は流下能力ネック区間であるため 出水時に堤防

緊急点検の結果（具体事例②）

信濃川水系千曲川35 38k付近は流下能力ネック区間であるため、出水時に堤防
の決壊につながるおそれ

堤防高不足区間堤防高不足区間≪位置図≫
千曲川

○○川

≪概要図≫

想定浸水エリア

築堤整備

堤防高不足区間

堤防高不足区間

H18.7出水状況

堤防高不足区間
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緊急点検の結果（具体事例）

富士川水系釜無川は急流河川であるため 澪筋が変動した結果 Ｈ２３年９月出水

緊急点検の結果（具体事例③）

長野県 埼玉県

山 梨 県

富士川水系釜無川は急流河川であるため、澪筋が変動した結果、Ｈ２３年９月出水
において右岸110k付近で河岸侵食が発生するとともに、深掘れも進行

山 梨 県

釜無川

河岸侵食発生箇所

平成23年9月洪水 河岸侵食箇所

静岡県

駿河湾
元々の河岸

既設護岸

昭和町

河岸侵食箇所

平成23年9月洪水 河岸侵食箇所

深掘れ進行箇所

南アルプス市

中央市

救急指定病院 大規模工場
大規模工場大規模工場

昭和町

K 100

K 110
K 120

中央市

K 115H15.8河岸侵食箇所

澪筋の変動
富士川町

大規模工場
大規模工場

大規模工場

K 110

H15.8河岸侵食箇所

H23.9河岸侵食箇所

南アルプス市

5



実践的なハザードマップへのグレードアップの方向性
～何としても命は守るソフト対策～

今年の豪雨により多数の河川が決壊（延べ７３万人超に避難指示・勧告）

◇ 避難が遅れると甚大な被害に繋がりかねない堤防決壊等が多発
しており、命を守るためには的確な避難行動が極めて重要しており、命を守るためには的確な避難行動が極めて重要

• 矢部川等で堤防決壊
• 熊本市（白川）、柳川市（矢部川）等で自衛隊による救助活動
• 熊本市、柳川市等で延べ７３万人超に避難指示・勧告

住民が的確な避難行動をとれるよう、地域とともに、河川管理
者が提供する浸水想定に係る情報の点検 H24.7 矢部川の堤防決壊

１） 屋外への避難が遅れると命の危険がある区域を明示
① 二階家屋が水没するおそれのある区域
② 洪水氾濫によって家屋倒壊のおそれのある区域

）避難場所や避難 トに 水害時に的確な避難２）避難場所や避難ルートについて水害時に的確な避難
行動を選択できるよう、臨場感のある情報を提供
① 浸水形態（洪水氾濫の拡がり方等）
② 避難の際に避けるべき方向や場所 等

白川 氾濫

ヘリコプター
による住民救助

“実践的ハザードマップ”へのグレードアップ（全国展開）

◇ 住民が的確な避難行動を平時から具体的にイメージできるような “実践的ハザードマップ”へグレードアップ

するため、上記の内容を反映した「洪水ハザードマップの作成の手引き」を年度内に全面改定し、市町村のハ

H24.7 白川の氾濫
による住民救助

するため、上記の内容を反映した 洪水ハザ ドマップの作成の手引き」を年度内に全面改定し、市町村のハ
ザードマップ作成・公表を支援

◇ 来年度、実践的な洪水ハザードマップへのグレードアップを全国的に展開し、住民が的確な避難行動を円滑
かつ迅速にとれる環境を整え、「何としても命は守るソフト対策」を推進 6



◇ 市町村がハザードマップ作成の際に基礎となる浸水想定に係る情報について、命を守る避難行動を
住民が迅速に行えるようにすべく 河川管理者が提供する情報を強化

河川管理者が提供する浸水想定に係る情報の強化①

屋外避難が遅れた場合に命の危険がある区域に関する情報

②洪水氾濫によって家屋倒壊の

住民が迅速に行えるようにすべく、河川管理者が提供する情報を強化

①二階建住宅が水没するおそれのある区域 ②洪水氾濫によって家屋倒壊の
おそれのある区域

①二階建住宅が水没するおそれのある区域

寺院等流

屋根の上に逃げ救助を待つ家族

堤防決壊による浸水状況

寺院等流失

破堤口

堤防決壊時の甚大なエネルギーにより
26戸の家屋等が流失

堤防決壊による浸水状況

10m以上の高い堤防と堤防に隣接する
家屋

二階窓から救出される取り残された住民自衛隊員に救出される住民 7



◇住民が水害リスクを認識・イメージして、的確な避難行動（避難場所や避難ルートの選択等）をとれるよ
う 浸水形態（氾濫流の拡がり方等）や避難時に避けるべき方向や場所等 臨場感のある情報を提供

河川管理者が提供する浸水想定に係る情報の強化②

う、浸水形態（氾濫流の拡がり方等）や避難時に避けるべき方向や場所等、臨場感のある情報を提供

避難場所の浸水危険度や

地域特性や河川特性に応じた臨場感のあ
る情報の提供

群馬県

栃木県

【速報】○○時堤防決壊離れた河川の堤防決壊
情報にも注意

避難の方向等を明示

×○堤防決壊 利根川

右岸136km

堤防決壊後12時後の

浸水想定範囲

堤防決壊後48時後の

浸水想定範囲

東京都

千葉県

江戸川区の洪水ハザードマップより

居住地から離れた河川の堤防
決壊によっても浸水が発生
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河川水の浸透による堤防決壊

（参考）堤防決壊のメカニズム

河川水の浸透による堤防決壊

河川水の侵食・洗掘による堤防決壊

河川水の越水による堤防決壊
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